
(1) 反射波による護岸前面の洗堀（地形変化）の予測

間接的な影響の予測
＝護岸の形状が変わることによる地形や流れの変化の予測
→変化に伴う周辺の生物の生息場（ハビタット）への影響予測

重複波による地形変化（前面洗堀）

現在の護岸の状態

進行波と反射波が重なり合った

重複波

底面で土砂を輸送する流れ

地形変化(洗堀)

②反射波高
の減少

地形変化(洗堀)小さくなる

空隙のある護岸における波の反射と、戻り流れ

護岸改修後の状態

3割勾配

①空隙への波と流れの
浸透による、消波作用

②’ 戻り流れ
の減少

地形変化（洗掘）を
引き起こす力は現状
より小さくなる。

地形変化（洗掘）

護岸改修後の状態現在の護岸の状態

進行波 反射波
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(2) 護岸前面の流れの変化予測

【改修後の護岸前面の反射波による流れの変化の予測結果】

潮位が高く波の高いときに、現況で想定される沿岸方向の流れと比較して、改修後の反射率の低い護岸に、斜めに入射する波は、

小さい波となって反射され、沿岸方向の底面の流れは低減される。

以上の検討から、護岸改修後は、返し波（反射波）や護岸沿いの流れによる、対象海岸域への大きな地形変化は

生じないことが予測される。

従って、護岸改修によって直接的に影響受ける護岸直下のハビタットを除き、泥干潟を始めとする周辺域のハビ

タットには間接的な影響は及びにくいことが予測される。

壁面

海底面

入射波

反射波
（底面付近の流れ）

（護岸前面を上からみた場合） （断面方向からみた場合） （護岸前面を上からみた場合） （断面方向からみた場合）

反射波
（小さい）

緩勾配化、空隙による
反射波の低減効果

質量輸送速度
の低減

入射波

海底面

入射波

反射波
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H16H16～～H17H17年調査で確認された重要種年調査で確認された重要種

－－DD－－アマモアマモ種子植物種子植物

－－DD絶滅危惧絶滅危惧ⅠⅠBB
類類(EN)(EN)

エドハゼエドハゼ

－－DD－－ビリンゴビリンゴ脊椎動物脊椎動物

－－DD－－モクズガニモクズガニ

－－DD－－ヤマトオサガニヤマトオサガニ

－－DD－－マメコブシガニマメコブシガニ節足動物節足動物

危険危険CC－－ソトオリガイソトオリガイ

危険危険－－－－オオノガイオオノガイ

－－CC－－オキシジミオキシジミ

危険危険BB－－ウネナシトマヤガイウネナシトマヤガイ

危険危険－－－－ヨコイトカケギリヨコイトカケギリ

－－CC－－ムシロガイムシロガイ

危険危険－－－－アカニシアカニシ

希少希少DD－－ウミゴマツボウミゴマツボ

危険危険DD－－カワグチツボカワグチツボ軟体動物軟体動物

希少希少－－－－ツバサゴカイツバサゴカイ環形動物環形動物

WWFWWF
ｻｲｴﾝｽﾚﾎﾟｻｲｴﾝｽﾚﾎﾟ--ﾄﾄ

千葉県千葉県
ﾚｯﾄﾞﾃﾞﾚｯﾄﾞﾃﾞ--ﾀﾌﾞｯｸﾀﾌﾞｯｸ

環境省環境省
ﾚｯﾄﾞﾃﾞﾚｯﾄﾞﾃﾞ--ﾀﾌﾞｯｸﾀﾌﾞｯｸ

種種 名名門門 名名
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千葉県レッドデータブック記載種
ランク：Ｂ

ウネナシトマヤガイウネナシトマヤガイ （二枚貝綱（二枚貝綱 フナガタガイ科）フナガタガイ科）

マガキに付着する
ウネナシトマヤガイ
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ウネナシトマヤガイの生息、
又は生息が考えられるハビタット

カキ礁

H17・H18施工範囲
(約100m)

浦安市入船町側の浦安市入船町側の
護岸直下護岸直下

猫実川河口部猫実川河口部

塩浜三丁塩浜三丁
目の護岸目の護岸
直下直下

重要種の生息状況への影響予測重要種の生息状況への影響予測

ウネナシトマヤガイの生息、または生息が考えられるハビタットウネナシトマヤガイの生息、または生息が考えられるハビタット

干出時のカキ礁

ウネナシトマヤガイの生息環境
マガキの殻に付着するため、マ
ガキによる潮間帯生物群集が成
立している場所に多く生息する。

護岸直下のハビタット：
捨石上に多数付着したマ
ガキ群集により構成され
る潮間帯のハビタット

塩浜1～2丁目
の護岸直下
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順応的管理の中で今後検討していく事項について順応的管理の中で今後検討していく事項について

1. モニタリングで検証していく項目

① 護岸直下のハビタットの代償となる石積護岸の潮間帯に

おけるハビタット復元状況

② 周辺ハビタットへの地形・流況等の物理的影響

③ ウネナシトマヤガイ等の重要種の再定着

2. モニタリング結果から今後検討していく項目

① 生物の生息空間及び周辺環境に配慮した護岸の断面の検討
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平成平成1717・・1818年度施工予定区間に関するモニタリング調査項目年度施工予定区間に関するモニタリング調査項目

・採取分析3検体×4時期
・施工区の中央部の高潮帯、中潮帯、低潮
帯で各1検体

採取分析

・施工区の中央部に1測線,対照区として
測線L-2の1測線(100m)及び塩浜1丁目の
応急補修工事区間の計3測線

・石積護岸部(斜面上)：
方形枠(50㎝×50㎝)による連続目視観察

・のり先から離岸距離10mまで1m間隔
・のり先から離岸距離10～100mは10m間隔

①施工前 ： 4月
②施工後1ヶ月：10月
③施工後3ヶ月： 1月
④施工後7ヶ月： 4月
⑤施工後1年 ： 9月

ライントランセク
ト法による観察

潮間帯生物の定着状況

※調査は公開とし、ライントラン
セクト法による観察は市民との
協働で行うものとする。

生物

実施時期については、完成後の経過時間と
台風後などの状況を踏まえて決定する。

施工後数回委員、一般市民
参加による
見学会形式

・周辺域との景観の調和
・石積へのごみの堆積状況の把握

景観

深浅測量の中央の1測線で10m間隔で採泥
（11検体）

施工前：4月採泥・粒度試験粒径の変化の把握底質

・既設護岸法線から離岸距離100mまで
・施工範囲100mに対して5測線
（20m間隔）

①施工前：3月
②施工後
・秋季：10月
・春季： 4月

地形測量・護岸部の張り出しによる周辺へ
の物理的影響の把握

・洗掘等による周辺地形の変化の
把握等

地形

・護岸前面の1箇所(30日連続観測)①施工前：3月
②施工後 秋季：9月

春季：3月

波高・流速計
の設置
(30日間連続観測)

護岸前面域の波浪(流況)状況変化
の把握
・波高・波向の計測
・波浪流の計測(海底面上約1m)

波浪
(流況)

数量等時期（間隔）方 法目 的項 目

注1：各調査の継続年については、モニタリング結果を検証しながら決定していくものとする。

注2：実施時期（間隔）については、状況（現地天候、予算等）により若干の変更を行う場合がある。

塩浜２丁目のH17・H18年度施工区間（約100m）を対象とする。

今回の
実施項目
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モニタリング調査位置図 

※図中の測線は、完成前においても測線を設置

地形測量（延長100m）

潮間帯生物(目視観察)

潮間帯生物(採取分析)

波高・流況

モニタリング調査位置モニタリング調査位置

塩浜二丁目
塩浜一丁目

対照調査測線

H17・H18年度施工予定区間

※測線延長は、施工区間の
測線延長と同様とする。

塩浜二丁目 L-2
緊急
補修部
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年度
項目　　　　月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

準備工  

捨石工

鋼矢板工
鋼杭工

被覆工

陸上工事

波浪･流況

地形

底質

生物

景観

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

護
岸
工
事

H17
備考

H18

19年度は4月上旬に計画

19年度は4月、9月上旬に計画

19年度も計画

19年度は4月上旬に計画

実施工程表実施工程表

海域施工期間

（4月～8月)

のり養殖期間

（9月～3月)

手続きなど

基本断面部、捨石部 L=100m

海側・陸側 L=100m

基本断面部 追加分 L=20m

基本断面部 完成 L=20m

既設上部工撤去 上部工新設

景観調査の実施時期について
は、完成後の経過時間と台風
などの状況を踏まえ決定。

A.P.+3.0m以下 A.P.+3.0m以上

今回の
実施した調査
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1.1. 波波 浪・流浪・流 況況

超音波による
波高の計測

電磁センサによる
流向・流速の計測

（海底上0.5m層）
50㎝

海 底

調査項目：工事予定区周辺の波高・波向、海底上0.5m層における流向・流速

調査期間：平成18年3月2日～4月3日（30日間連続観測）

波高流速計

DL-2型
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調査時間
平均潮位：A.P.0.0m

澪 筋 塩浜二丁目

離岸距離(m)

直立護岸（綱矢板）

2.2. 地形調査結果：工事予定区の海底地形の詳細地形調査結果：工事予定区の海底地形の詳細

※作図の都合上、縦横比の縦を強調してあります。
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3.3. 潮間帯生物観察結果潮間帯生物観察結果
工事予定区における潮間帯生物の分布状況工事予定区における潮間帯生物の分布状況
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